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管内報道機関との定例懇談会（１月）懇談項目 

 項目 担当部 ポイント 

１ 

令和２年度アパレル産業

経営力強化セミナーの開

催について 

産 業 振 興 室 

 コロナ禍において県北地域をはじめとする県

内縫製事業者が販路開拓、自社製品開発及び

AI・IoT 導入による生産性向上に関する先進事

例等を学ぶセミナーを開催します。 

２ 
若者職場定着サポーター

養成講座の実施について 
産 業 振 興 室 

各企業において若者の指導・相談等に対応で

きる人材の育成を支援することを目的として、

久慈管内の新卒者（令和３年３月卒）採用企業

の人材育成担当職員などを対象に、「若者職場

定着サポーター養成講座」を実施します。 

３ 
しごとスクエア in 久慈

2021の実施について 
産 業 振 興 室 

令和４年３月管内高等学校卒業予定者を対

象として、オンライン形式の業種理解セミナー

「しごとスクエア in久慈 2021」を開催します。 

４ 
「障がい者アート研修

会」の開催について 

保 健 福 祉 

環 境 部 

障害福祉サービス事業所等の職員に対し、障

がい者の芸術作品の創作に関する知識や支援

技術等を学ぶ研修会を開催します。 

５ 

令和２年度大日本農会農

事功績者表彰事業におけ

る緑白綬有功章の受章に

ついて 

農政部・農業改

良普及センター 

令和２年度農事功績者表彰事業において、

久慈市の田村英寛（たむら ひでひろ）、美紀

子（みきこ）夫妻が緑白綬有功章を受章しま

したので、お知らせします。 

６ 

令和２年度いわて農林水

産振興協議会会長表彰等

の受賞について 

農政部・農村整

備室・林務部・

水 産 部 

 「令和２年度いわて農林水産躍進大会」に

おいて、県北広域振興局管内から、「いわて農林

水産振興協議会会長表彰」を２経営体と２団体

が、「いわて中山間賞」、「岩手県農地・水環境保

全向上活動モデル賞」及び「いわて木材利用優

良施設優秀賞」を各１団体が受賞しました。 

７ 
魅力ある農業農村づくり

研修会の開催について 
農 政 部 

魅力的な中山間地域の実現に向けた取組を推

進するため、地域活性化に取り組んでいる集落

や団体を対象に、研修会を開催します。 

８ 

久慈地域ならではの農畜

産物のＰＲ用チラシ等の

作成について 

農 政 部 

久慈地域の「寒じめほうれんそう」と「短角

牛肉」の美味しい調理方法などを紹介するＰＲ

チラシとのぼりを作成しました。 

９ 
令和２年度岩手県農業農

村指導士の認定について 

久慈農業改良

普及センター 

本年度（令和２年 12 月７日）、岩手県農業農

村指導士について、全県では 21名、久慈地域で

は５名を新たに認定しました。 
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10 

第 59 回農林水産祭農林

水産大臣賞及び令和２年

度岩手県木炭品評会最優

秀賞受賞者について 

林 務 部 

 第 59 回（令和２年度）農林水産祭（主催：

農林水産省など）において、久慈地域の１名の

木炭生産者が農林水産大臣賞を受賞し、令和２

年度岩手県木炭品評会において、久慈地域の３

名の木炭生産者が最優秀賞を受賞しました。 

11 
令和２年度サケ漁獲状況

等について 
水 産 部 

 本県の主要魚種である秋サケの今年度の県北

管内の漁獲状況と種卵確保状況についてお知ら

せします。 

12 
黄金のウニ収益力向上推

進事業について 
水 産 部 

 「やせウニ」の有効活用を推進するため、漁

港内におけるウニ蓄養の委託調査を、県北管内

２地区で実施しています。 

13 

県立高等技術専門校生対

象の「自動車整備業界ガ

イダンス」開催について 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

二戸、千厩、宮古の県立高等技術専門校３校

は 1月 21日（木）に盛岡市で「自動車整備業界

ガイダンス」を合同開催します。 

14 

未来の匠を目指す入校生

の募集について（県立二

戸高等技術専門校令和３

年度入校生２次募集） 

二 戸 高 等 

技 術 専 門 校 

未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校で

は、自動車システム科（定員 20名）及び建築科

（定員 15名）の令和３年度入校生の２次募集を

行います。 

【その他配付資料】 

・ 月間行事予定表（令和２年１月～２月上旬） 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７）                    県北広域振興局 

１ 目 的   

県北アパレル産業の経営基盤強化のため、販路開拓、自社製品開発及び AI・IoT

導入による生産性向上に関する先進事例等を学んでいただくとともに、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により受注減少の長期化が懸念される既存の経営体制から

新たな事業展開を考えていただくために実施する。 

２ 日 時  

令和３年１月 22日（金）13：30～17：00（受付 13：00） 

３ 場 所  

二戸地区合同庁舎１階大会議室（〒028-6103 二戸市石切所字荷渡６-３） 

４ 主 催  

県北広域振興局、公益財団法人いわて産業振興センター 

５ 共 催 

  一般社団法人北いわてアパレル産業振興会 

６ 対象者  

県内縫製業者、縫製業界関連事業者、市町村・商工団体等支援機関 

７ 定 員  

会場 30名、オンライン 20名（先着順） 

８ 次 第 

⑴ 挨 拶 

   岩手県県北広域振興局 局長 

   一般社団法人北いわてアパレル産業振興会 代表理事 

 ⑵ 先進事例発表 

○ テーマ （仮）縫製業の IoTを活用した生産性向上について 

    講 師 株式会社サンコーソーイング（八幡平市）  

取締役専務 中川 美行 氏 

○ テーマ （仮）自社ブランド製品の開発と今後の事業展開について 

    講 師 佐藤繊維株式会社（山形県寒河江市）  

代表取締役社長 佐藤 正樹 氏  

９ その他 

  コロナウイルス感染症対策のため、参加の際はマスクの着用、受付時の検温及び 

手指消毒に御協力をお願いいたします。また、適宜換気を行いますので、暖かい服 

装でお越しください。 

 

懇談項目１ 
令和２年度アパレル産業経営力強化セミナーの開催について 

（経営企画部産業振興室） 

県北広域振興局及び公益財団法人いわて産業振興センターでは、県北地域をはじ

めとする県内縫製事業者等を対象とした標記セミナーを開催します。 
 

【担当】産業振興室長 酒井 

電話：0194-66-9670 FAX：0194-53-1720 

（公財）いわて産業振興センター 産業支援部 

主事 城守 正博 

電話：019-631-3824 FAX：019-631-3830 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
若者職場定着サポーター養成講座の実施について 

（経営企画部産業振興室）  

 

県北広域振興局では、久慈管内各企業における若者の指導・相談等に対応できる

人材の育成を支援することにより、若者の職場定着を図るため、管内の新卒者（令

和３年３月卒）採用企業の人材育成担当職員などを対象とした「若者職場定着サポ

ーター養成講座」を実施します。 

 

１ 日時・会場 

 実施日 時間 会場 

第１回 令和３年１月 20日（水） 13時～17時 

（受付開始 12時 30分） 

久慈グランドホテル 

（久慈市川崎町 10-15） 第２回 令和３年２月 19日（金） 

２ 主催 

  県北広域振興局 

３ 対象 

  久慈管内の新卒者（令和３年３月卒）採用企業の人材育成担当職員など 

４ 定員 

  30名程度 

５ 内容 

  本講座では、若手社員との関係性を構築するためのコミュニケーションとして

「コーチング」を用いた人材育成の手法を紹介し、実習も交えながら現場での部下

や若手社員との関わり方を学んでいただきます。 

第１回 

・人材の定着と育成における現状と課題 

・関係性づくりと人材育成のためのコーチング 

・若手社員の自己肯定感を高める関わり方 

第２回 

・考えや行動を引き出す問いかけ 

・受け取りやすいメッセージの伝え方 

・効果的な対面指導の進め方 

６ 講師 

  Coaching Office 代表 平野 順子 氏 

７ 参加申込み 

  別紙「参加申込書」により１月 12日（火）までにお申込みください。 

 

 

 

 

 

担当：産業振興室長 酒井 

電話：0194-66-9670 内線 205 
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「若者職場定着サポーター養成講座」 実施概要 

1. 目的： 

若者の職場定着を図るため、人材育成や職場環境づくりを担う経営者・育成担当者・リーダー等を対象と

した研修を実施し、部下・後輩に対する指導方法やメンバーの成長が続く循環型組織づくり、良好な関係

性構築のためのコミュニケーションのポイントを学ぶ。 

2. 対象： 

久慈管内の新卒者（令和３年３月卒）採用企業の人材育成担当職員等（定員 30名程度） 

3. 実施日時・会場： 

 実 施 日 時 間 会 場 

第 1回 令和 3年 1月 20日（水） 13時～17時 

（受付開始 12時 30分） 

久慈グランドホテル 

（久慈市川崎町 10-15） 
第 2回 令和 3年 2月 19日（金） 

4. 定員： 各 30名 

5. 研修内容： 

第 1回 

・人材の定着と育成における現状と課題 

・関係性作りと人材育成のためのコーチング 

・若手社員の自己肯定感を高める関わり方 

第 2回 

・考えや行動を引き出す問いかけ 

・受け取りやすいメッセージの伝え方 

・効果的な対面指導の進め方 

※講義に個人演習や参加者同士のグループワークなど実践を交えた研修形態で実施いたします。 

6. 講師： 

Coaching Office 代表 平野 順子 氏 

コーチングやカウンセリングの知識とスキルを活かし、コーチングやコミュニケーション等のビジネス関連スキ

ル、および就職関連スキルの研修・セミナーの講師も務める。本プログラムをはじめ、幅広い対象層の講師

経験が豊富で、プロのコーチとして活躍中。 

保有資格：中小企業診断士、ＰＨＰ認定上級ビジネスコーチ、産業カウンセラー 他 

7. その他： 

新型コロナウィルスの感染予防対策について 

■実施について 

・ソーシャルディスタンスを確保したレイアウトでの開催 

・講師および受講者のマスクの着用あるいは講師のアクリルパネルの利用 

・手洗いの励行や消毒液の利用 

・会場内の定時換気 

・ご参加いただく皆様の健康状態の確認 

※状況によってご参加を取りやめていただく場合があります 

発熱症状（37.5度以上）などがないか   

■講師および事務局について 

以下の取り組みを励行しています。 

・就業前の体温、体調の確認 

・対応時のマスク着用 
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対象：久慈管内の新卒者（令和３年３月卒）

採用企業の人材育成担当職員など

日時：【１回目】2021.１.20（水）
【２回目】2021.２．19（金）

時間：13:00～17:00（受付12：30～）

会場：久慈グランドホテル（久慈市川崎町10-15）

主催：岩手県県北広域振興局

ど
う
す
れ
ば
、
若
手
社
員
は

定
着
し
て
く
れ
る
の
か
？

講座へのお申込みは裏面の「参加

申込書」にてお願いします。

【お申込み・お問合せ先】

県北広域振興局経営企画部

産業振興室 担当：晴山（はれやま）

TEL：0194-66-9670

FAX：0194-53-1720

Email:BK0001＠pref.iwate.jp

（ｾﾞﾛｾﾞﾛｾﾞﾛｲﾁ）

若者職場定着
サポーター養成講座

のご案内

離職の理由として“人間関係”
の問題が多く挙げられます。
本講座では、若手社員との関係

性を構築するためのコミュニケー
ションとして、「コーチング」を
用いた“人材育成の手法”をご紹
介し、実習も交えながら現場で
の部下や若手社員との関わり方
を学んでいただきます。

講師 Coaching Office

代表 平野 順子 氏

参加費
無料
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【若者職場定着サポーター 

養成講座】参加申込書 

 申込期限：令和３年１月 12日（火） 

スケジュール 

12：30～  受付開始 

13：00～17：00 研修 

（休憩含む） 

17：00     終了 

                                                   

 

【お問合せ・お申込み先】 

岩手県県北広域振興局 

経営企画部産業振興室 

担当：晴山（はれやま） 

ＦＡＸ：0194-53-1720 

ＴＥＬ：0194-66-9670 

E-mail：BK0 0 0 1
ｾﾞﾛｾﾞﾛｾﾞﾛｲﾁ

pref.iwate.jp 
 

下記の参加申込書に御記入のうえ、ＦＡＸ 又は メールでお申込みください。 

   メールの場合は、下記の内容をメール本文に入力し送信してください。  

企業（団体）名  

住所 
〒 
 

電話番号  

ＦＡＸ  

E-mail  

部署・役職 氏 名（ふりがな） 

  

  

  

備 考  

※ 御記入いただいた個人情報については、適切に管理し、本事業の今後の運営のために使用します。 

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用の上、御参加ください。 

  また、発熱等、体調不良等の症状がある方は、参加を御遠慮いただく場合があります。 
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報道機関懇談会資料（2021/1/7） 県北広域振興局 

懇談項目３ 
しごとスクエア in久慈 2021の実施について 

（経営企画部産業振興室）  

 

県北広域振興局では、令和４年３月管内高等学校卒業予定者（現２学年）を対象として、

職業及び地元企業への理解を深める機会を設け、就職に対する意識の向上と管内高校生の地

元就職率の向上を目指すことを目的に、オンライン形式の業種理解セミナー「しごとスクエ

ア in久慈 2021」を開催します。 

 

１ 開催日 

令和３年１月 25日（月）13:30～16:00（久慈拓陽支援学校） 

      26日（火）13:30～16:00（大野高校） 

      27日（水）13:30～16:00（久慈高校長内校） 

      28日（木）13:30～16:00（久慈工業高校） 

29日（金）9：05～11：35（種市高校）、13:30～16:00（久慈東高校） 

２ 参加対象者 

久慈管内の高等学校２学年に在籍する生徒 

３ 主催 

  県北広域振興局、ジョブカフェ久慈 

４ 共催 

  久慈市、洋野町、野田村、普代村（予定） 

５ 内容 

・ 業種説明（業種を代表する企業による業種の説明＋企業の紹介） 

    １コマ 20分（説明 10～15分、質疑応答５～10分）×５コマ 

・ web会議ツール「ZOOM」を使用し、オンライン形式での実施とする。 

・ 参加高校、企業はそれぞれ学校、事務所から参加。 

  ※ 久慈工業高校は久慈グランドホテルから参加。 

 

 ※ 取材していただける場合は、28日（木）に久慈グランドホテルにて行っていただきま

すようお願いします。 

 

担当：産業振興室長 酒井  

電話：0194-66-9670 内線 205 
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しごとスクエア in久慈 2021実施要領 

１ 目的 

令和４年３月管内高等学校卒業予定者（現２学年）を対象として、職業及び地元企業への理解を深める機

会を設け、就職に対する意識の向上と管内高校生の地元就職率の向上を目指す。 

２ 参加対象者 

 久慈管内の高等学校２学年に在籍する生徒 

※主に就職を希望する生徒を対象とするが、進学予定の生徒の参加も可とする。 

３ 開催日時 

令和３年１月 25日（月）13:30～16:00（久慈拓陽支援学校） 

      26日（火）13:30～16:00（大野高校） 

      27日（水）13:30～16:00（久慈高校長内校） 

      28日（木）13:30～16:00（久慈工業高校） 

29日（金）9:05～11:35（種市高校）、13:30～16:00（久慈東高校）  

 

４ 会場 

① 久慈グランドホテル グランドホール（久慈市川崎町 10-15）（久慈工業高校） 

② 各学校（久慈拓陽支援学校、大野高校、久慈高校長内校、種市高校、久慈東高校） 

５ 主催 

岩手県県北広域振興局 

ジョブカフェ久慈 

６ 共催 

  久慈市、洋野町、野田村、普代村（予定） 

７ 内容 

（１） 開会（オリエンテーション） 

    趣旨・スケジュール説明、業種・参加企業紹介、ジョブカフェ久慈から企業の個別説明を聞く際の

注意点や求人状況など 

（２） 業種説明（業種を代表する企業による業種の説明（メイン）＋企業の紹介） 

    １コマ 20分（説明 10～15分、質疑応答 5～10分）×５コマ 間５分 

（３） タイムスケジュール 

時 間 

（種市高校） 

時 間 

（左記以外） 
内  容 

09：05 13：30 開会 

09：05～09：20 13：30～13：45 

 

主催者挨拶（1分） 

趣旨・スケジュール説明（2分） 

業種・参加企業紹介（9分） 

ジョブカフェ久慈から情報提供

（3分） 

09：20～09：25 13：45～13：50 セッティング 

09：25～11：25 13：50～15：50 業種説明 

09：25～09：45 13:50～14:10 （1回目） 

09：50～10：10 14:15～14:35 （２回目） 

10：15～10：35 14:40～15:00 （３回目） 

10：40～11：00 15:05～15:25 （４回目） 

11：05～11：25 15:30～15:50 （５回目） 

11：35 16：00 閉会 

 

 -11-



８ 実施方法 

  新型コロナウィルス感染症の感染拡大の状況を考慮し、web会議ツール「ZOOM」を使用し、オンライン形

式での実施とする。 

  ※ 事前にアプリをダウンロードし、後日送付する URLより参加 

  ※ オンライン環境が整っていない学校は、視聴会場（久慈グランドホテル予定）より参加 

   

⑴実施イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵日程 

 

※括弧書き：  

R1参加生徒数 
会場 

業種説明（講師企業） 

（1回目） （2回目） （3回目） （4回目） （5回目） 

1/25
（月） 

拓陽支援 
（4名） 

学校 
ミドリ久慈衣料 

（製造業） 

リハビリタウンく

じ 

（医療・福祉） 

ユニバース 

（卸、小売業） 

十文字チキンカン

パニー 

（製造業） 

グリーンヒルおおの 

（宿泊・飲食サービ

ス業） 

1/26
（火） 

大野高 
（32人） 

学校 
岩手村田製作所 

（製造業） 

プライム下舘工務

店 

（建設業） 

ユニバース 

（卸、小売業） 
調整中 

ひばり療護園 

（医療・福祉） 

1/27
（水） 

長内校 
（5名） 

学校 調整中 

十文字チキンカン

パニー 

（製造業） 

ユニバース 

（卸、小売業） 

越戸商店 

（製造業（水産加

工）） 

リハビリタウンくじ 

（医療・福祉） 

1/28
（木） 

久慈工業
（31名） 

久慈グ
ランド
ホテル 

ジュークス 

（電子部品） 

宮城建設 

（建設業） 

久慈琥珀 

（製造業） 
調整中 

筑波重工 

（機械） 

1/29
（金）
午前 

種市高 
（19人） 

学校 調整中 

タニムラフードサ

ービス 

（製造業） 

ユニバース 

（卸、小売業） 

ひばり療護園 

（医療・福祉） 

グリーンヒルおおの 

（宿泊・飲食サービ

ス業） 

1/29
（金） 
午後 

久慈東高
（61人） 

学校 

十文字チキンカンパ

ニー 

（製造業） 

宮城建設 

（建設業） 

ユニバース 

（卸、小売業） 

リハビリタウンく

じ 

（医療・福祉） 

グリーンヒルおおの 

（宿泊・飲食サービ

ス業） 

zoom 

○教室等から参加 

○タブレット又はパソコンアプリをイ

ンストール 

○アプリから局提供のミーティングへ

参加 

高 校 

○各会社から参加 

○アプリをインストール 

○アプリから局提供のミーティング

へ参加 

講師企業 

○局所有のアカウントからミーティングル

ームを設定 

○ミーティング ID等を参加者に提示 

○ミーティングのホストとして参加 

事務局（局） 

久慈 環境が整っていない学校は、 

久慈グランドホテルで視聴 
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報道機関懇談会資料（2021/01/07） 県北広域振興局 

懇談項目４ 
「障がい者アート研修会」の開催について 

（保健福祉環境部） 

 県北広域振興局では、久慈地域障害者自立支援協議会と協力して、アート作品の創

作による障がい者の生きがいの創造や生活の質の向上、地域での障がい者への理解を

目的として、障がい者アートの推進に取り組んでいます。 

 今般、障害福祉サービス事業所等の職員に対し、障がい者アートの創作に関する知

識や支援技術等を学ぶ研修会を開催します。 

 

１ 日時 

令和３年１月 27日（水） 13:00～15:30 

 

２ 会場 

久慈市総合福祉センター（福祉の村） 研修室 〔久慈市旭町７-127-３〕 

 

３ 内容 

(1) 福祉バンク３Ｒセンターにおける障がい者アート支援の実践について 

(2) 表現技法や創作時間・画材等の工夫について 

 〔講師〕 

  阿部 美春氏〔社会福祉法人 盛岡市民福祉バンク 福祉バンク３Ｒセンター ハート店店長・サービス管理責任者〕 

 

４ 参加対象 

  障害者支援施設、就労継続支援事業所、生活介護事業所、自立訓練（生活訓練）

事業所及び地域活動支援センター等の職員 

 

５ 実施主体 

  久慈地域障害者自立支援協議会、県北広域振興局 

   

 

 

 

 

６ その他 

  マスク着用、検温、手指消毒、参加者同士で一定の距離を保つなど新型コロナウ

イルス感染症対策を講じた上で開催します。 

 

〔参考〕 12月３日～９日に久慈市文化会館（アンバーホール）で開催した「障が

い者アート作品展示」には、管内８事業所 102作品が参加しました。 

 

 担当：福祉課長 玉懸 
電話：0194-53-4982 内線 212 

久慈地域障害者自立支援協議会について 
久慈地域の市町村が障害福祉に関する協議の場として設置している協議会

で、市町村、障害福祉サービス事業者、保健、医療、福祉、教育、就労関係機
関、障害者関係団体などで構成されています。（事務局：久慈市社会福祉課） 
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〔作品展示の様子〕 

 

 

○ 全体風景①                   ○ 全体風景② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ しらかば会                  ○ ワークス洋野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ いっぽ                     ○ ひばり療護園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

参考資料 
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○ みずき園                    ○ 琥珀の泉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ぎゅっと。                   ○ 風花 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目５ 

令和２年度大日本農会農事功績者表彰事業における緑白綬有功章の

受章について 

（農政部・農業改良普及センター）  

 

 公益社団法人大日本農会※1 が主催する令和２年度農事功績者表彰事業※2 において、

久慈市の田村英寛（たむら ひでひろ）、美紀子（みきこ）夫妻が緑白綬有功章を受

章しましたので、お知らせします。 

 

１ 経営の特徴  肉用牛一貫・酪農経営（法人） 

 

２ 表彰事由 

 (1) 生産コストを抑えた規模拡大により 1,000 頭を超える大規模経営を確立。牧場

直営の焼き肉店の出店と商品開発、酪農部門（（株）久慈平岳牧場）と和牛部門（（有）

田村牧場）２つの法人化による先進的な経営を実現。 

 (2) 自らの経営の規模拡大を図る一方で、堆肥センターや生乳工場を設立し、地域

の生産環境の整備に貢献するとともに、放牧利用によって耕作放棄地の解消に尽

力。 

 

３ 授与の方法 

 (1) 本県からは、佐々木正勝氏（盛岡市、大日本農会岩手支会長）が紅白綬有功

章を、佐藤昭悦、豊子夫妻（遠野市、野菜部門）が緑白綬有功章を受章。 

 (2) 例年であれば 11月に大日本農会総裁秋篠宮皇嗣殿下の御臨席の下、表彰式が

開催されていましたが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の収束が見え

ない状況であることから、開催が見合わせとなったもの。 

 (3) なお、大日本農会から受章者へ賞状等が直接送付されています。 

 

 

※1 公益社団法人大日本農会 

  明治 14 年、「農業の経験や知識の交換を通じて農事の改良発展を図る」ことを目的に、我

が国初の全国的な農業団体として創設された。創立以来、皇族が総裁にあたられており、現

在は秋篠宮文仁親王殿下が総裁を務めている。 

※2 農事功績者表彰事業  

農事改良の奨励又は実行上功績顕著な者や、農業上の有益な発見又は研究を行い功績顕著

な者等に対し、総裁の御名をもって表彰するもの。 

本会及び支会の役員等で、本会及び支会活動に対する功績が顕著な者には、紅白綬有功章

が、農業者の対象としては緑白綬有功章と紫白綬有功章があり、緑白綬有功章を受章し 10

年以上経過した受章者の中から紫白綬有功章の受章者が選定される。 

担当：農政調整課長 佐藤 

電話：0194-53-4983 内線 219 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目６ 
令和２年度いわて農林水産振興協議会会長表彰等の受賞について 

（農政部・農村整備室・林務部・水産部）  

 令和２年 12月 22日（火）に岩手県民会館で開催された「令和２年度いわて農林水

産躍進大会」において、県北広域振興局管内から、「いわて農林水産振興協議会会長

表彰」を２経営体と２団体が、「いわて中山間賞」、「岩手県農地・水環境保全向上活

動モデル賞」及び「いわて木材利用優良施設優秀賞」を各１団体が受賞しました。 

１ いわて農林水産振興協議会会長表彰 

本県農林水産業及び農山漁村の発展に先進的に取り組み、顕著な業績をあげた経

営や、組織、集落等を表彰。 

区   分 市町村 受賞経営体・団体 概    要 

明日を拓く担い

手賞 
二戸市 荒谷 直大 

ブランド果物を栽培する若手

果樹経営体 

意欲ある担い手

賞 
二戸市 安ヶ平 行雄 

機械化体系による葉たばこの

大規模経営体 

個性ある「産地づ

くり」賞 
洋野町 

種市南漁業協同組合 

宿戸漁業実行部会 

ウニ直売会や小中学生を対象

とした体験学習、他地区に先駆

けたミズダコの資源管理 

活力とうるおい

にあふれた「むら

づくり」賞 

久慈市 

洋野町 

野田村 

普代村 

久慈地方「木の仕事」

協議会 

28民間事業体と行政機関の連

携体による新規学卒者等の林

業・木材産業への就労支援 

２ いわて中山間賞 

県内の中山間地域において、地域の個性を活かした活性化の取組を行い、成果を

あげている集落等を表彰。 

  受賞団体 荷軽部集落（久慈市） 

概  要 青年会による地域新聞の発行や多彩な行事の開催、郷土食「まめぶ」

の伝承など 

３ 岩手県農地・水環境保全向上活動モデル賞 

地域共同の力で農地や農業用水等の地域資源と農村環境を保全管理する活動の

中から、県内の模範となる優れた取組を表彰。 

受賞団体 夏井町大芦・川代地区環境保全地域協議会（久慈市） 

概  要 遊休農地での菜種栽培や公園の花壇整備、地域振興会と共同の「かぼ

ちゃ祭」開催 

４ いわて木材利用優良施設優秀賞 

木材の良さや木材利用の意義を広く県民に普及し、木材利用の一層の促進を図る

ことを目的として、県内における木材利用施設のうち、特に優秀な取組を表彰。 

  対象施設 久慈市情報交流センター（久慈市） 

  概  要 久慈市産アカマツ等の木材を使用した図書館・観光交流センター 

５ 受賞者一覧（別紙のとおり） 

 
担当：農政調整課長 佐藤 

電話：0194-53-4983 内線 219 
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2 
 

令和２年度いわて農林水産躍進大会受賞者一覧 
 

１ 岩手県農林水産業表彰（岩手県知事表彰） 

永年にわたり農林水産業に関する団体の運営や協同組織の育成又は農林水産業の技術

の向上発展に尽力され顕著な功績があった方や、農林水産業及び農山漁村の振興に尽力

し顕著な功績があった方を表彰 

受 賞 者 市町村 

小
お

 澤
ざわ

 隆
りゅう

 一
いち

 奥州市 

小
お

 田
だ

 島
しま

 峰
みね

 雄
お

 花巻市 

佐
さ

 々
さ

 木
き

  仁
ひと

 志
し

 田野畑村 

三
み

 浦
うら

  茂
しげ

 男
お

 大槌町 

三
み

 浦
うら

  啓
けい

 一
いち

 北上市 

 

２ いわて農林水産振興協議会会長表彰 

本県農林水産業及び農山漁村の発展に先進的に取り組み、顕著な業績をあげた経営や

組織、集落等を表彰 

(1) 明日を拓く担い手賞 

区分 受賞者 市町村 

農業 

多田
た だ

 貴
たか

博
ひろ

・多田
た だ

 春
はる

奈
な

 遠野市 

千
ち

 葉
ば

 直
なお

 之
ゆき

 一関市 

荒
あら

 谷
や

 直
なお

 大
ひろ

 二戸市 

𠮷
よし

 田
だ

  雄
ゆう

 次
じ

 郎
ろう

 奥州市 

林業 
小
お

 笠
がさ

 原
わら

  哲
あき

 史
ふみ

 釜石市 

山
やま

 田
だ

  龍
りゅう

 太
た

 郎
ろう

 一関市 

 

別紙１ 

1
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3 
 

 

(2) 意欲ある担い手賞 

区分 受賞者 市町村 

農業 

農事組合法人胡
こ

四
し

王
おう

みらい 花巻市 

菅
すが

  原
わら

 雅
まさ

 継
つぐ

 一関市 

安
や す

ヶ
が

平
ひ ら

 行
ゆ き

雄
お

 二戸市 

庄
しょう

 司
じ

 敬
けい

 介
すけ

 滝沢市 

岩
い わ

 城
き

  創
はじめ

 山田町 

林業 山
やま

 中
なか

 義
ぎ

 一
いち

 岩手町 

水産業 藤
ふじ

田
た

 敦
あつし

・藤
ふじ

田
た

 博
ひろ

子
こ

 陸前高田市 

(3) 個性ある「産地づくり」賞 

区分 受賞者 市町村 

水産業 種市南漁業協同組合 宿
しゅく

戸
のへ

漁業実行部会 洋野町 

 

(4) 活力とうるおいにあふれた「むらづくり」賞 

受賞者 市町村 

北
きた

股
また

地区振興会 奥州市 

閉
へ

伊
い

川
がわ

漁業協同組合 宮古市 

久慈地方「木の仕事」協議会 
久慈市・洋野町

野田村・普代村

農事組合法人室
むろ

岡
おか

営農組合 矢巾町 

田野畑村漁業協同組合田
た

野
の

畑
はた

浜
はま

女性部・浜
はま

岩
いわ

泉
いずみ

浦
うら

女性部 田野畑村 

2
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4 
 

３ いわて中山間賞 

県内の中山間地域において、地域の個性を活かした活性化の取組を行い、成果をあげ

ている集落等を表彰 

受賞者 市町村 

竜
りゅう

ケ
が

坂
さか

中山間地域等直接支払交付金制度取組組織 平泉町 

荷
に

軽
かる

部
べ

集落 久慈市 

４ 岩手県農地・水環境保全向上活動モデル賞 

地域共同の力で農地や農業用水等の地域資源と農村環境を保全管理する活動の中から、

県内の模範となる優れた取組を表彰 

受賞者 市町村 

鷹生
たこう

川
がわ

流域広域協定 大船渡市 

夏
なつ

井
い

町
ちょう

大
おお

芦
あし

・川代
かわだい

地区環境保全地域協議会 久慈市 

５ 岩手県アドプト活動モデル賞 

農業水利施設管理者と地域・企業などが協定を締結し、協働で保全活動を行っている

団体の中から、県内の模範となる優れた取組を表彰 

受賞者 市町村 

（実施団体）寺
てら

前
まえ

線
せん

・高
たか

屋
や

敷
しき

堰
ぜき

の環境を守る会 
盛岡市 

（協定団体）鹿
か

妻
づま

穴
あな

堰
ぜき

土地改良区 

 

3
-20-



5 
 

 

６ いわて木材利用優良施設優秀賞 

  木材の良さや木材利用の意義を広く県民に普及させることにより、木材利用の一層の

促進を図ることを目的として、県内における木材利用施設整備のうち、特に優秀な取組

を表彰 

受賞者 市町村 

（対象施設）陸前高田アムウェイハウス まちの縁側 

（施  主）一般財団法人日本アムウェイ財団及び陸前高田市 

（設計者）株式会社隈
くま

研
けん

吾
ご

建築都市設計事務所 

（施工者）株式会社長
は

谷
せ

川
がわ

建設 

陸前高田市 

（対象施設）久慈市情報交流センター ＹＯＭＵＮＯＳＵ
よ む の す

 

（施  主）久慈市 

（設計者）株式会社雷
らい

設計事務所 

（施工者）宮
みや

城
ぎ

建設株式会社・株式会社新
しん

田
でん

組
ぐみ

特定共同企業体 

久慈市 

 

4
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１ 概 要

⚫ 高専卒業後、県外企業に勤務。 歳の時、出身地である奥州市に帰郷。テレビで他

県の大規模農業経営の様子を見て衝撃を受けたことをきっかけに農業に魅力を感じ、

実家（奥州市江刺米里）の農地とハウスを活用して農業をしようと決心した。

⚫ 平成 年度に１年間の研修期間を設け、平成 年度から本格的にトマト栽培を開

始した。就農して５年が経過した現在も栽培の知識や技術の習得のための自己研鑚

を積極的に行い、地域の中でも屈指の単収を挙げることに成功している。

２ 経営の概要

⑴ 作目・経営規模

トマト（施設）

ほうれんそう（施設）２

⑵ 経営における役割

経営全般

３ 生産面・経営面の特徴

⚫ 先進的な環境モニタリング装置を活用し、生育状況を正確かつ省力的に把握するよ

う細かく観察を行い、天候や株の生理に合わせた適期作業を心掛けている。

⚫ ２本仕立て苗を利用してＵターン誘引と４段摘心とを併用した栽培方法を取り入れ

ながら収量増加及び省力化を図り、着実に経営規模を拡大している。

⚫ 岩手県版農業生産工程管理（県版ＧＡＰ）確認制度の活用により、リスク管理及び

経営改善を図っている。

⚫ 地域の生産者との間で積極的に情報交換や技術研鑽を行っており、生産面・経営面

の向上に役立てている。

４ 地域における役割

⚫ 平成 年度胆江地方青年農業奨励賞（胆江地方農林業振興協議会主催）を受賞。

⚫ 令和２年度から、胆江地方農村青年クラブ連絡協議会会長、ＪＡ江刺野菜部会青年

部長を務めている。 
⚫ 令和２年度から、胆江地方農林業振興協議会の「師匠制度」において新規就農者を

含めた若手トマト生産者の模範としての活動を開始し、新規就農者等への助言を積

極的に行うなど後進の育成と指導にも尽力しており、地域の若手トマト生産者の中

でも中心的な役割を担っていることから、将来の産地のけん引役として期待されて

いる。 

 

𠮷𠮷𠮷𠮷
よし

田田
だ

雄雄次次郎郎
ゆうじろう

（奥州市） 

 明日を拓く担い手賞（農業部門）

 

 
 
 
 
 

１ 概 要

⚫ 実家の果樹園経営を平成 年に継承。二戸地域のブランド果物を中心とした生産を

行い、収穫・交流体験の受入れや、地域内外を対象とした産地のＰＲ活動を積極的

に行っているほか、加工品製造販売などの６次産業化による経営安定化を図ってい

る。

⚫ カシオペア４Ｈクラブの会長を務めたほか、平成 年度には青年農業士に認定され、

地域農業の中心的担い手として期待されている。

２ 経営の概要

⑴  作目・規模 
りんご 、おうとう 、ブルーベリー 他

⑵ 経営における役割 
経営全般 

 
３ 生産面・経営面の特徴

⚫ 果樹専作の経営で、高収益生産を目指した品目構成とし、ブランドりんご「冬恋（ふ

ゆこい）」、おうとう「夏恋（かれん）」、ブルーベリー「カシオペアブルー※」

の生産に取り組んでいる。

⚫ りんごでは、ジュース加工、ドライフルーツ製造、地元食肉加工事業者が製造する

商品のソース原料や、カフェへの食材供給など、６次産業化、販路開拓による経営

安定化を図っている。

⚫ おうとうでは、高温による障害果の発生を低減させるため、平成 年からミスト噴

霧技術のモデル実証を行うなど、先進技術の導入や地域への普及活動に意欲的であ

る。

 
４ 地域における役割

⚫ 地域の若手りんご生産者 名で組織する「自営描夢（ジェイエム）研究会」の一員

として、二戸オリジナル品種を開発するための交配育種を積極的に行っている。

⚫ 二戸地方観光農業推進協議会と連携した収穫・交流体験の受入れを行うなど、地域

の魅力発信に尽力している。若手農業者からの信頼も厚く、積極的に栽培技術を共

有するなど技術の底上げにも大きな役割を果たしており、地域農業をけん引する役

割が今後一層期待される。

※ ブルーベリー品種「チャンドラー」のうち 円玉サイズ（直径 以上の大玉）のもの。

 

荒谷
あ ら や

直
なお

大
ひろ

（二戸市） 

 明日を拓く担い手賞（農業部門）

−19−6-22-



 

 
 
 
 
 
 
１ 概 要

⚫ 昭和 年に高校を卒業後、宮城県の先進農家での研修を経て、平成８年に就農し、

長芋の特別栽培法を確立している。

⚫ 両親の世代から長芋栽培を始めており、約 年の歴史がある。緑肥による徹底した

土づくりにより、高品質で食味の良い長芋の生産に取り組んでいる。

 
２ 経営の概要

⑴ 労働力

本人、妻、臨時雇用延べ 人

⑵ 経営規模

長芋（特別栽培） 、長芋（有機栽培）４ 、緑肥作物

⑶ 主な施設・機械

作業場３棟、トラクター３台、長芋洗い機１台、長芋堀機１台、管理機３台

３ 経営の特徴

⚫ 緑肥栽培と組み合わせたほ場ローテーションや徹底した土づくりを行うことで、連

作障害を防ぎ、長芋の特別栽培（化学合成農薬・化学肥料とも慣行の半分以下）を

実現し、差別化した有利販売につなげている。

⚫ 特別栽培の長芋は、平成 年からハラール認証（イスラム教徒向け食品）を受けて

いるほか、令和２年に国のＧＡＰガイドラインとの差分確認証取得済みである。

⚫ ほ場の一部で有機栽培（化学合成農薬、化学肥料不使用）を実践し、令和元年に、

有機農産物（日本農林規格）認証を取得した。

⚫ 長芋の増殖用の「むかご」を採取し、主産地（青森県他）に供給販売している。

 
４ 地域への貢献

⚫ 環境保全型農業を推進しており、滝沢市及び雫石地域において、同じ志を持つ生産

者とともに「自然に優しい農業を考える会」を設立し、会員間で意見交換を行うな

ど、中心となって活動しており、地域の信頼も厚い。

⚫ 毎年、北海道や青森県などの長芋主産地から若い農業者を受入れ、特別栽培に関す

る技術を指導しており、指導者としての識見と能力が高い。

 

 

 意欲ある担い手賞・個人（農業部門）

庄司
しょうじ

敬
けい

介
すけ

（滝沢市） 

 

 
 
 
 
 
 
１ 概 要

⚫ 高校を卒業後、両親と共に葉たばこ耕作に取り組み生産技術を学ぶ。平成４年に経

営を継承し、更なる経営の安定化を図るために機械導入等の新たな取組を進めてい

る。

⚫ 葉たばこ耕作を経営の柱としており、販売成績についても品質・収量ともに安定し

た成績を収めている。新技術である次世代乾燥・荷造り体系を地域に先駆けて実践

し、普及に取り組むなど、地域生産者の先進的モデルとなっている。

２ 経営の概要

⑴ 労働力

本人、妻、父、子

⑵ 経営規模

葉たばこ

⑶ 主な機械

パイプハウス 棟、乾燥室７棟、トラクター５台、畦間作業車５台

３ 経営の特徴

⚫ 作業効率化と生産性向上のため、たばこ作専用機械を持続的に導入し、平成 年度

からは、次世代乾燥・荷造り体系の先駆者として取り組み、地域の葉たばこ農業の

牽引者として産地振興に貢献している。

⚫ 生分解性マルチの導入を進めており、環境保全に努めている。

４ 地域への貢献

⚫ 平成 年から平成 年まで、岩手県たばこ耕作組合推進リーダーとして活躍後、

平成 年から現在に至るまで、岩手県たばこ耕作組合統括産地リーダーとして活動

し、本県の葉たばこ産地の振興において中心的役割を果たしている。

⚫ 平成 年から令和元年まで、二戸市葉たばこ振興会会長を務め、地域における葉た

ばこ振興に尽力するとともに、現在においても振興会相談役を努め、地域の葉たば

こ産地の振興において中心的役割を果たしている。

⚫ 新技術である次世代乾燥・荷造り体系を地域に先駆けて実践するとともに、本体系

の普及・推進にも積極的に取り組み、産地の発展に大きく貢献している。

 

安ヶ
や す が

平
ひら

行
ゆき

雄
お

（二戸市） 

 意欲ある担い手賞・個人（農業部門）
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１ 概 要

⚫ 餌料環境や作業環境の良好な「増殖溝」で生産されたウニ等の高付加価値化のため、

殻付きウニの年末出荷や地域ぐるみでのウニ直売会、朝市を開催している。

⚫ 平岩盤に溝を掘った「増殖溝」を活用した女性の就労環境の向上、担い手育成対策

にも力を入れ、産地としての持続的な発展につなげている。

 
２ 組織の概要

⚫ 種市南漁業協同組合宿戸漁業実行部会は、地区漁業の推進母体として、平成 年４

月に旧宿戸漁業協同組合の地域、組織が基となって設立された。

⚫ 宿戸漁業実行部会は宿戸漁業研究会、宿戸女性部、一般地区漁業者等で組織され、

６名の部会員が漁業士に任命されている。

３ 産地づくりの特徴

⚫ 餌となる天然海藻を効率よくウニ、アワビに供給するため、増殖溝を利用した漁場

管理を実施し、高品質のウニ、アワビを生産している。

⚫ 品質に比べ入札価格が安い状況にあったため、自ら価格を決められるウニ直売会を

平成 年度から、朝市を平成 年度から開催している。直売会は、県外からも多

くの方が訪れるイベントに成長し、近年ではウニやその他海産物で 万円以上

の売上げがある。また、ウニのむき手として漁業者以外の地域の方を雇用し、地元

中高生と協力して販売するなど、地域ぐるみのイベントとなっている。

⚫ 増殖溝周辺の安全な操業環境を活用することによって、女性も安全に採介藻漁業が

営める環境にある上、１家族当たり複数人が正組合員となることを積極的に進めて

いることから、女性が漁業者として加入しやすい体制となっている。

⚫ 浜で遊ぶ機会が少なくなっている小中学生を対象に、実行部会内の漁業士、研究会、

女性部が講師となって体験学習等の後継者育成活動を積極的に行っている。

４ 地域への波及効果

⚫ 当部会のウニ直売会や朝市の高評価を受けて、久慈地域内の他地区でも同様のイベ

ントが開催されるようになった。

⚫ 地域ぐるみの後継者育成活動を推進した結果、地元高校の新卒者がいわて水産アカ

デミーに入講し、漁協自営定置に就業するなどの成果が出ており、若手や女性の漁

業就業に着実につながっている。

 

 個性ある「産地づくり」賞（水産業部門）

種市南漁業協同組合宿
しゅく

戸
のへ

漁業実行部会（洋野町）

 

 
 
 
 
 

１ 概 要

⚫ 高校卒業後、民間企業（自動車部品販売、家具店の配送と営業）への就業を経て、

平成９年から実家のカキ養殖業に従事する。

⚫ 広田湾でカキ及びホヤ養殖業を主に営み、衛生品質管理をしながら、生食用の商品

を中心に生産している。

⚫ その商品は東京中央市場へ出荷されるほか、ふるさと納税の返礼品としても用いら

れており、その品質の高さは消費者から信頼されている。

⚫ 生産額が年間 万円以上の中核的漁業経営体の基準を満たしており、地域でも

トップクラスの生産高となっている。

２ 経営の概要

⑴ 労働力

本人、妻、父母、常勤雇用（４名）、臨時雇用（４名）

⑵ 経営規模

カキ養殖 ｍ（筏式 台・延縄複式３台）

ホヤ養殖 ｍ（延縄 台）

⑶ 主な施設・機械

ＦＲＰ漁船２隻、カキ洗浄機、温湯機、冷却機など

３ 経営の特徴

⚫ 省力化機器を導入することにより作業の効率化を推進し、高品質の水産物を生産し

ている。

⚫ 水産物の消費拡大と６次産業化を進めるため、陸前高田市で飲食店「かき小屋広田

湾」を経営し、広田湾で水揚げされた水産物を提供するなど地産地消にも貢献して

いる。

⚫ 生産物の衛生品質管理を徹底するために、自費で生食用加工場を立ち上げた。 
 

４ 地域への貢献

⚫ 令和２年からは小友浦かき養殖組合長を務め、空き漁場施設の効率的利用を進める

ほか、将来の地域漁業の安定化を見据えた環境整備に取り組んでいる。

⚫ 令和２年度には、いわて水産アカデミー第２期生の実践研修の指導者として、県外

出身者２名を受け入れるなど、地域漁業の将来に向けた担い手育成にも尽力してお

り、地域漁業の振興に大きく貢献している。

 

 意欲ある担い手賞・個人（水産業部門）

藤田
ふ じ た

敦
あつし

・博子
ひ ろ こ

（陸前高田市） 

−30−8 11-24-



 

 
 
 
 
 

１ 概 要

⚫ 室岡地区は、矢巾町の南西部に位置し、ＪＲ矢幅駅、国道４号等が近く、交通の面

で利便性に恵まれた地域にある。世帯数約 戸のうち、水稲、小麦、大豆等を生

産する農家は約 戸であり、それ以外は盛岡市等に通勤する会社員等である。

⚫ 後継者不足など農業を取り巻く環境の変化に対応するため、平成 年に法人化し、

当組合が中心となって、地域住民同士の連帯意識の醸成を図りながら、農地を含む

農村環境の維持・向上に向けて取り組んでいる。

２ むらづくりの組織体制

⚫ 活動に当たっては、室岡地域の農地、水路等の管理を行う「室岡地域・水向上活動

協議会」に非農家を含めた地域住民や自治会等が参画し、当組合が事務局として中

核を担いながら、地域行事や祭事等の活動を行っている。

３ むらづくりの活動内容

⚫ 研究機関で開発された新技術を導入し、小麦、大豆の生産量の増加を実現するとと

もに、６次産業化による味噌の製造と販売促進等の取組を進めている。

⚫ 味噌製造やミニトマト栽培など園芸部門には、地域の女性や高齢者を雇用している。

⚫ 子どもたちを対象とした、田植えから稲刈り、餅つき、豆腐・味噌づくりなどの農

業体験活動を実践しながら、食育活動にも取り組んでいる。

⚫ 盛岡市等の企業に勤務していた住民を、定年退職後に組合役員やオペレーター等と

して参画を促すことで、後継者育成に取り組んでいる。

４ むらづくりの成果

⚫ 味噌の販売促進等の取組により、年間を通じて女性や高齢者の安定した雇用機会の

創出が図られている。

⚫ 農業体験がない子どもたちに対して、様々な地域活動や体験学習を通じて、農業や

食への感謝の気持ち、生命や自然に対する畏敬の念などを伝えている。

⚫ 非農家世帯を含めた全世帯参加による、農道・町道周辺の草刈りや水路へのＵ字溝

の敷設、花壇の整備などの地域環境の維持・向上に向けた取組により、地域活動や

組合事業への理解が醸成されており、地域社会の活性化と将来の担い手育成につな

がっている。

 

 

 活力とうるおいにあふれた「むらづくり」賞

農事組合法人室岡
むろおか

営農組合（矢巾町）

（（矢矢巾巾町町））

 

 
 
 
 
 

１ 概 要

⚫ 久慈地域の林業・木材産業は、豊富な森林資源が利用期を迎えつつある一方、従事

者の高齢化が進行しており、次代を担う人材の確保が急務となっているが、他産業

と比較し、高校生等に就業先として選択されにくい状況となっている。

⚫ 久慈地域の林業・木材産業の事業体は、新規学卒者等の林業・木材産業事業体への

就業促進、定着を目的に、公共職業安定所や県などの行政機関のほか、高等学校を

構成員として久慈地方「木の仕事」協議会を設立し、高校生を対象とした林業用大

型機械等の操作体験講座の実施や就職説明会への参加などの活動に取り組んでいる。

２ むらづくりの組織体制

⚫ 当該協議会の会員は、正会員が 団体、賛助会員が７団体で、久慈市、洋野町、野

田村、普代村に事務所を有する団体で構成されている。賛助会員には、国、県、市

町村、教育機関が含まれており、産学官が連携した取組を行っている。

３ むらづくりの活動内容

⚫ 当該協議会は、林業・木材産業の事業体を中心とした組織であることを生かし、木

材生産・木材加工に関する理解の向上を図るため、地元の久慈東高校で森林生態科

目を専攻する２年生を対象とした現場作業の体験講座「体験型林業・木材産業講座」

を毎年実施している。講座は、作業現場を会場としており、木材生産事業体の現場

においては、高性能林業機械やトラックの積み込み機械の操作などを実施し、木材

加工事業体の製材工場においては、木材加工機械を使用した板材の加工やフォーク

リフトの操作などを実施している。各事業体の若手現場技術者が作業指導者となっ

ており、参加した高校生は、比較的年代の近い現場技術者から直接意見を聴くこと

ができ、就業イメージを把握するための有効な取組となっている。

⚫ ジョブカフェ久慈が主催する就職説明会「しごとスクエア 久慈」（久慈地域の高

校２年生を対象）には、平成 年度から参加しており、個々の事業体ではなく協議

会として単独のブースを確保し、パンフレットや説明用の動画を使用しながら、森

林の働きや林業・木材産業の説明を行っている。 

４ むらづくりの成果

⚫ 新規学卒者等への林業・木材産業のイメージアップや就業意欲の向上、事業体間に

おける雇用対策に関する連携の強化に取り組んだ結果、毎年、久慈地域からの新規

就業者が確保されていることに加え、いわて林業アカデミー受講のきっかけとなり、

研修修了者が就業するなど、久慈地域の林業・木材産業の振興に寄与している。

久慈地方「木の仕事」協議会
（久慈市、洋野町、野田村、普代村） 

 

 

活力とうるおいにあふれた「むらづくり」賞
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⑷ 岩手県農地・水環境保全向上活動モデル賞受賞者

⚫ 令和元年度に３つの活動組織が合併し、大船渡・釜石管内で初の広域組織として発足

し、農地 、水路 、農道 、ため池２箇所の保全管理に取り組んでいる。

⚫ 構成員である自治会との連携による地域内の一斉清掃を実施し、地域の景観形成と生

活環境の保全に寄与している。

⚫ 地元小学生を対象とした営農体験学習会を開催し、農業農村が有する多面的機能の重

要性を伝え、持続的な農村環境の保全に向けた啓発を行っている。

⚫ 組織の広域化によって、旧３組織の取組農地の中間に位置していた農地も新たに取組

農地として追加し、鷹生川流域地域一帯の農地において、地域資源の適切な保全管理

が推進されることとなった。

鷹
た

生川
こうがわ

流域広域協定（大船渡市） 
 
 

地域共同での水路の泥上げ 自治会との連携による清掃活動 

 

 

営農体験学習会の状況 広域化に向けた勉強会 

⚫ 昭和 年に、荷軽部集落の将来像を共有する住民憲章を策定し、「和と連帯」をモット

ーに自治会活動が行われている。

⚫ 青年会や農家組合、造林組合、老人クラブなど集落内の組織が協力して盆踊りや収穫祭

等の多彩な行事を開催している。こうした行事の際には、多くの住民が参加し、世代間

交流が盛んに行われているほか、集落で生産した短角牛やほうれんそう、しいたけ、木

炭等を活用している。

⚫ 青年会は、道路の草刈り作業や諸行事の企画・実践のほか、昭和 年から集落の出来事

などを紹介する手作りの地域新聞「荷軽部タイムス」を年４回、集落全戸に配布し、集

落の一体感の醸成に取り組んでいる。また、青年会活動の経験者が、自治会役員を担う

という人材育成の仕組みも確立されている。

⚫ 青年会の有志が、平成 年に地域づくり団体「久慈まめぶ部屋」を結成し、郷土料理「ま

めぶ」を活用した県内外へのＰＲや、地域の子どもたちへの伝承活動を精力的に行って

いる。また、集落ではグリーン・ツーリズムにも活発に取り組んでおり、国内外からの

観光客に「まめぶ」作りや炭焼き体験などの地域資源を活用した体験メニューを提供し

ている。

山形町での秋祭り（荷軽部会場） 集落住民による道路の草刈り作業

郷土料理「まめぶ」 グリーン・ツーリズム体験

荷軽部
に か る べ

集落（久慈市）
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⑸ 岩手県アドプト活動モデル賞受賞者

⚫ 実施団体と協定団体は、県営かんがい排水事業で整備された高屋敷堰の保全管理に関

する協定を平成 年度に締結し、当該施設周辺の草刈りや清掃を行い、地域環境の美

化・改善に努めている。

⚫ 活動対象としている施設に注意喚起の看板を設置し、清掃活動だけでなく、ゴミを捨

てさせないための取組を行っている。

〔実施団体〕 寺
てら

前線
まえせん

・高屋敷堰
たかやし きぜ き

の環境を守る会（盛岡市） 

〔協定団体〕 鹿妻
か づ ま

穴堰
あなぜき

土地改良区 

 
 

注意喚起看板の設置 水路周辺での清掃活動 

 

 

水路周辺での清掃活動 令和２年度活動時集合写真 

⚫ 平成 年度から活動を開始し、農地 、水路 、農道 の保全管理に取

り組んでいる。

⚫ 遊休農地の保全活動として、地域内の害虫発生予防や、野ネズミ発生防止のため、雑

草除去の活動を行っている。また、遊休農地に菜種を播種することで、農地を有効活

用し、地域の景観形成に寄与している。

⚫ 農業者と地域住民が共同で、農村公園や花壇への植栽活動を行い、農村環境の保全に

取り組んでいる。

⚫ 地域振興会と共同で毎年「大かぼちゃ祭」を開催し、地元中学生が絵を描いたジャン

ボかぼちゃを展示するなど、地域コミュニティの活性化や世代間交流が図られている。

夏井
な つ い

町
ちょう

大芦
おおあし

・川代
かわだい

地区環境保全地域協議会（久慈市） 

アイみどり保
ほ

全隊
ぜんたい

活動
かつどう

組
そ

織
しき

（遠野市） 

 

大かぼちゃ祭 農村環境公園の花壇整備 

遊休農地の保全管理状況 

 

 

遊休農地への菜種播種 
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１ 建築概要

⚫ 延床面積： ㎡

⚫ 構造：鉄骨造（内装木質化）

⚫ 木材利用量： ㎥（久慈市産スギ材・アカマツ材・シラカバ材など）

⚫ 施設用途：図書館、観光交流センター

２ 特徴

⚫ 天井には、市産スギ材・アカマツ材・シラカバ材を使用した。

⚫ 壁の一部には、久慈市の多様な木材 樹種をブロック化し木の表情の違いをそのまま

表すデザインとした。

 

 

〔対象施設〕 久慈市情報交流センター ＹＯＭＵＮＯＳＵ 

〔施    主〕 久慈市 

〔設 計 者 〕 株式会社 雷
らい

設計事務所 

〔施 工 者 〕 宮城
み や ぎ

建設株式会社・株式会社新田組
しんでんぐみ

特定 

共同企業体 

外観（入口部に市産アカマツ材） 市産シラカバを使用した天井化粧材

 

市産アカマツを使用した天井化粧材 市産材 樹種をブロック化した壁材

 

⑹ いわて木材利用優良施設優秀賞受賞者

建築概要

⚫ 延床面積： ㎡

⚫ 構造：木造

⚫ 木材利用量： ㎥（陸前高田市産気仙杉材）

⚫ 施設用途：観光案内所、障がい者就労支援カフェ、社会福祉施設、子育て支援施設

２ 特徴

⚫ 市産気仙杉を構造材や内装材として利用した。

⚫ 地元気仙大工の工法を応用した軒の出を深くする二段螺旋せがい造りを用い、大きな縁側

を創出し、コミュニティ―の再生に寄与する計画となっている。

校舎全景 県産スギ材（腰壁）、市産ナラ材（床）を利用した校

舎

〔対象施設〕 陸前高田アムウェイハウス まちの縁側

〔施    主〕 一般財団法人 日本アムウェイ財団

陸前高田市

〔設計者 〕 株式会社 隈
く ま

研
けん

吾
ご

建築都市設計事務所

〔施工者 〕 株式会社 長谷川
は せ が わ

建設

気仙大工による軒の出が深いせがい造りの外観 海と山をつなぐ建物の中央部の長屋門

市産気仙杉の小屋組みを現しとした建物内部 建物外部（市産気仙杉（柱・梁））
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目７ 
魅力ある農業農村づくり研修会の開催について 

                             （農政部） 

中山間地域は、食料の生産や、自然環境の維持、地域に根ざした伝統文化の継承な

どの多面的機能を有する重要な地域です。 

県北広域振興局では、魅力的な中山間地域の実現に向けた取組を推進するため、地

域活性化に取り組んでいる集落や団体を対象に、研修会を開催します。 

 

１ 日時 

令和３年１月 19日（火） 14:15～17:15 

 

２ 場所 

  久慈地区合同庁舎 ６階 大会議室 

 

３ 主催 

  県北広域振興局農政部 

 

４ 対象者 

地域活性化に取り組む集落・団体、市町村、関係機関 

 

５ 内容及び日程 

時間 内   容 

14：15～ 

15：45  

講演 「（仮題）地域づくりと農業振興 

～人口減少時代 農山村をどうするか～」 

講師 岩手大学名誉教授 広田純一氏 

15：45～ 

17：15  

① 意見交換 

② 個別相談（希望する集落・団体のみ） 

 

講師プロフィール 

  

 

 

 

 

※ 当日は、マスク着用のほか、会場入口での体温測定、席の間隔を十分にとる等、 

 新型コロナウイルス感染症対策を行って開催します。 

 

 
担当：農政調整課長 佐藤 

電話：0194－53－4983 内線 219 

1985 年から岩手大学で教鞭を執り、2020 年３月退職。 

学生と共に、県内外の地域づくり活動支援に携わり、住民が自分たちの地域

の魅力と課題を見つめ直し、地域の資源を活用した地域づくりにつなげていく

ための活動支援を行う。岩手県東日本大震災津波復興委員会総合企画専門委員。

会委員 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目８ 
久慈地域ならではの農畜産物のＰＲ用チラシ等の作成について 

（農政部）  

 

 県北広域振興局では、久慈地域の「寒じめほうれんそう」と「短角牛肉」の美味しい

調理方法などを紹介するため、この度、ＰＲチラシとのぼりを作成しました。 

 寒じめほうれんそう、短角牛肉の取扱い店舗等で PRチラシを配布して周知します。 

 

１ 寒じめほうれんそうＰＲチラシ 

久慈地域特産の寒じめほうれんそうの手軽で美味しい調理方法や、光のダメージ

から目を守る機能性成分「ルテイン」を紹介。 

 

寒じめほうれんそうを取り扱う県内のスーパーマーケット、管内の産直施設等で

消費者に提供。（6,000部） 

 

 

２ 寒じめほうれんそう のぼり 

管内の産直施設の店頭等に掲示。 

 

 

３ 短角牛肉ＰＲチラシ      

脂肪分が少なく赤身肉が特徴の短角牛を美味しく食べるための調理のコツなど

を紹介。 

山形村短角牛肉の取扱店舗で消費者に提供。（3,000部） 

※ 山形村短角牛肉取扱店舗 

    (有)総合農舎山形村 

    道の駅 白樺の里やまがた 

    道の駅くじ やませ土風館 

    短角考房 北風土 

 

 

担当：農業振興課長 及川 

電話：0194-53-4983（内線 223） 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目９ 
令和２年度岩手県農業農村指導士の認定について 

（久慈農業改良普及センター） 

 

 県では、地域の農業・農村の振興に意欲的に取り組んでいる優れた農業者を岩手県

農業農村指導士※として認定しています。本年度は、令和２年 12月７日付けで、全県

で 21名、うち久慈地域からは５名を認定しましたのでお知らせします。 

なお、認定証書の交付は、令和３年２月４日（木）に盛岡市内で行われる予定です。 

 

１ 岩手県農業農村指導士の認定状況（令和２年度） 

エリア ４月１日現在 新規認定（12月７日） 合計 

全県 194名 21名 215名 

 うち久慈地域 15名 ５名 20名 

 

２ 久慈地域の新規認定者 

  久慈地域では、当地域の主要作目である短角牛や菌床しいたけ、ほうれんそう等

の経営に取り組む５名の農業者を新たに認定しました。 

 年齢は令和２年４月１日現在 

３ 認定証書の交付（予定） 

（１）日時：令和３年２月４日（木） 

（２）場所：盛岡市内 
 
 
※岩手県農業農村指導士とは 

地域のリーダーとして指導活動ができる識見と能力を有する年長の農業者や、積極的に

農業や集団活動に取り組む青年農業者等、地域の農業・農村の振興に意欲的に取り組む優

れた農業者として県が認定した方。 

なお、年齢等の要件によって農業農村指導士（40～65歳）と青年農業士（40歳未満）に

区分し、市町村からの推薦により認定しています。 

 

区分 氏名 年齢 市町村 経営作目等 

農業農村 

指導士 

中屋敷
なかやしき

 稔
みのる

 45歳 久慈市 肉用牛（日本短角種一貫・黒毛和種繁殖） 

大鹿
お お か

糠
ぬか

 正行
まさゆき

 43歳 久慈市 菌床しいたけ、水稲、果樹、花き 

北村
きたむら

 卓也
た く や

 41歳 洋野町 施設野菜及び露地野菜（ほうれんそう） 

青年農業

士 

越戸
こ し ど

 翔
しょう

 31歳 久慈市 菌床しいたけ 

本波
ほんなみ

 済
とおる

 31歳 久慈市 施設野菜（ほうれんそう） 

担当：経営指導課長 井村 

電話：0194-53-4989 内線 252 
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報道機関懇談会資料（2021/1/7） 県北広域振興局 

懇談項目 10 
第 59 回農林水産祭農林水産大臣賞及び令和２年度岩手県木炭品評会

最優秀賞受賞者について               （林務部） 

本県は、全国の木炭生産量の 31％を占めており、質、量ともに全国一の木炭生産県

です。また、県北地域は、県の木炭生産量の約９割を占める県内最大の生産地です。 

この度、久慈地域の木炭生産者が、第 59回（令和２年度）農林水産祭（主催：農

林水産省など）において農林水産大臣賞を受賞しましたので、お知らせします。 

また、令和２年度岩手県木炭品評会において、久慈地域の３名の木炭生産者が最

優秀賞を受賞しましたので、併せてお知らせします。 

 

１ 令和２年度農林水産祭農林水産大臣賞受賞者 

一 條
いちじょう

 幸子
さちこ

 氏（洋野町大野） 

(参考：一般社団法人岩手県木炭協会主催の令和元年度岩手県木炭品評会（農林水産祭参

加行事）で最優秀賞を受賞) 

※ 令和２年 11 月 23 日、第 59 回（令和２年度）農林水産祭式典（東京都）が開

催され、令和元年度岩手県木炭品評会の最優秀賞受賞者が農林水産大臣賞を受賞

しました。新型コロナウイルス感染症の影響から、受賞者の式典出席は見送りと

なりましたが、このほど、賞状と記念品が交付されました。 

 

２ 令和２年度岩手県木炭品評会（第 60回農林水産祭参加行事）最優秀賞受賞者 

(1) 黒炭切炭の部 谷地
や ち

 光 弘
みつひろ

 氏（久慈市山形町） 

農林水産大臣賞 

(2) 黒炭長炭の部 新 田
しんでん

 徳男
とくお

 氏（洋野町大野） 

林野庁長官賞 

(3) 茶用木炭の部 上 平
かみたい

 明男
あきお

 氏（久慈市山形町） 

県知事賞 

※ 令和２年 11 月７日、令和２年度岩手県木炭品評会褒賞授与式（盛岡市）にお

いて、久慈地域の３名の木炭生産者が３部門で最優秀賞を受賞しました。例年、

地域の木炭生産者が一堂に会し、11月下旬以降に開催されていた「北いわて木炭

生産者の集い」（主催:北いわて木炭産業振興協議会）で、地元での受賞報告を行

っていましたが、新型コロナウイルス感染症対策のため、今年度は開催が見送り

となったものです。 

 

 

担当：林業振興課長 佐々木 

電話：0194-53-4984 内線 226 
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【参考】 

第 60回農林水産祭参加行事令和２年度岩手県木炭品評会 

１ 主催  一般社団法人岩手県木炭協会（会長：安藤 長質） 

２ 後援  岩手県、全国木炭協会、一般社団法人全国燃料協会、東京都燃料商業

組合、日本特用林産振興会、ほか 

３ 協賛  二戸市、久慈市、軽米町、一戸町、葛巻町、洋野町、九戸村、日本一

の炭の里づくり構想推進協議会、ほか 

４ 出品数 127点 

(1)黒炭切炭の部 70点 

(2)黒炭長炭の部 39点 

(3)茶用木炭の部 18点 

５ 審査結果 

部門 最優秀賞 優秀賞 優良賞 奨励賞 

黒炭切炭の部 谷地 光弘 

（久慈市山形町） 

３名 ７名 10名 

黒炭長炭の部 新田 徳男 

（洋野町大野） 

１名 ３名 ７名 

茶用木炭の部 上平 明男 

（久慈市山形町） 

１名 １名 ２名 
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本県の主要魚種である秋サケの今年度の県北管内の漁獲状況と種卵確保状況につ

いてお知らせします。 

 

１ 漁獲の状況 

12 月 20 日現在の県北管内のサケ漁獲量は、平成 28 年台風第 10 号被害により

当時の放流数が大幅に減少した影響などから、約 529 トン（昨年同期比約 56％、

震災前３か年同期比約 12％）となっています。 

市場 

 

今年度 昨年度 震災前 3か年平均 昨年比 震災前比 

重量 

（トン） 

金額 

（百万円） 

重量 

（トン） 

金額 

（百万円） 

重量 

（トン） 

金額 

（百万円） 

重量

（％） 

重量 

（％） 

種市 - - - - 29 8 0.0 0.0 

八木 128 108 255 184 672 259 50.2 19.0 

久慈 272 265 461 365 1,633 608 59.0 16.7 

野田 35 23 84 55 739 267 63.6 4.7 

普代 95 100 143 112 1,383 504 66.4 6.9 

合計 529 496 943 716 4,455 1,645 56.1 11.9 

県内計 1,088 1,076 1,619 1,315 20,293 7,413 67.8 5.4 

 

２ 種卵確保の状況 

県北管内のサケふ化場の種卵確保の状況は河川遡上が非常に少ない中、海産親

魚や他道県からの移入による種卵確保に努め、12月 20日現在約 64百万粒（計画

比 59％）となっています。 

  

 

 

報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目 11 
令和２年度サケ漁獲状況等について 

（水産部）  

ふ化場 計画（千粒） 採卵（千粒） 移入（千粒） 合計（千粒） 計画比（％） 備考 

有家川 7,000 5,650  0  5,650  80.7   

久慈川 41,200 17,421  3,738  21,159  51.4   

安家川 54,000 25,404  10,534  35,938  66.6   

普代川 5,900 152  1,000  1,152  19.5 別途 6,097 千粒

採卵（明戸川） 

合計 108,100 48,627  15,272  63,899  59.1   

県内計 460,891 168,043  39,043  207,086  44.9   

担当：水産振興課長 太田 

電話：0194-53-4985 内線 365 
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報道機関懇談会資料（2021/１/７） 県北広域振興局 

懇談項目 12 
黄金のウニ収益力向上推進事業について 

（水産部）  

 

「やせウニ」の有効活用を推進するため、漁港内におけるウニ蓄養の委託調査を県

北管内２地区で実施していますので、お知らせします。 

 

１ 目的  

  本県沿岸では、近年ウニの生息数が過剰となり、餌料不足から身入りの悪い、い

わゆる「やせウニ」が増加しています。 

  漁場におけるウニの生息密度の適正化を図るとともに、「やせウニ」の有効活用

を推進するため、高単価が期待される年末需要期への出荷などを狙いとする新たな

ウニの蓄養・出荷モデルを構築し、漁業者の収益向上を図ります。 

   

２ 期間  

令和２年 12月 10日から令和３年３月 26日まで 

 

３ 場所 

 久慈市、洋野町  ※県内計４か所で実施 

  （詳細な場所については、密漁防止の観点から公表しません。） 

 

４ 委託先 

 久慈市漁業協同組合、種市漁業協同組合 

 

５ 内容  

  給餌の効果を確認するために、給餌が比較的容易で低コストと考えられる漁港内

への直接収容で給餌試験を行うこととし、移植元漁場と給餌したウニの身入り状況

を調査し、給餌に要したコストとの比較を行います。 

  具体的には、漁港内の静穏域に身入りの悪い漁場からウニを移植し、コンブ等の

餌料を週２回程度給餌します。月に１回程度、蓄養したウニをサンプリングしウニ

の身入り状況を調査し、給餌の好適な条件について検討します。 

 

 

担当：水産振興課長 太田 

電話：0194-53-4985 内線 365 
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報道機関への情報提供（2021/1/7） 県北広域振興局 

懇談項目 13 

 県立高等技術専門校生対象の「自動車整備業界ガイダンス」開催に

ついて 

（二戸高等技術専門校） 

 

 二戸、千厩、宮古の県立高等技術専門校３校は、1月 21日（木）に盛岡市で「自動

車整備業界ガイダンス」を合同開催します。 

今年で 7回目となるこの催しは、県内で自動車整備士を目指す高等技術専門校 1年

生が一堂に会し、県内企業の担当者から会社の特徴や整備士の仕事の実際を直接聞き

くことで職業意識の醸成を図ることを目的として開催するものです。就職に向けての

第一歩を踏み出す学生の様子を取材願います。 

 なお、開催に当たっては、新型コロナウイルス感染症対策を徹底します。 

 

１ 主催 

岩手県立千厩高等技術専門校（幹事校）  （校長 今野 智） 

岩手県立宮古高等技術専門校       （校長 多田 誠） 

岩手県立二戸高等技術専門校       （校長 熱海芳廣） 

２ 共催 

一般社団法人日本自動車販売協会連合会岩手県支部（自販連岩手県支部） 

一般社団法人岩手県自動車整備振興会（整備振興会） 

３ 対象 

岩手県立高等技術専門校３校の自動車システム科 1年生（34名） 

（うち、二戸高等技術専門校からは 17名） 

４ 開催日時 

令和３年 1月 21日（木） 午前 11時 40分から午後３時 10分まで 

５ 開催場所 

ふれあいランド岩手  

（岩手県盛岡市三本柳８地割１番３ 電話 019‐637‐7544） 

６ 参加企業等 

 ○ 自販連岩手県支部の正会員（27社）のうち参加を希望する事業者 

 ○ 一般社団法人岩手県自動車整備振興会 

７ 内容 

(1) 自動車整備業界概要説明（午前 11時 45分から午後０時まで） 

 整備振興会による民間整備工場の特徴・現状等の説明 

(2) 個別ガイダンス（午後 1時から 3時 10分まで、１ガイダンス 40分×3回） 

参加企業が、各校の学生と面談 

各校の学生は、①乗用車系、大型系からそれぞれ最低１社以上、②複数のメ

ーカー系列の社を選択し、参加企業３社と面談する。 
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８ お問い合わせ 

  岩手県立二戸高等技術専門校 （二戸市石切所字上野々92-1 電話 0195-23-2227） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担

当 

校長 熱海芳廣、 校長補佐 阿部恵一 

電話： 0195-23-2227 

 

 

● 一般社団法人日本自動車販売協会連合会岩手県支部（会長 千葉 理平） 

一般社団法人日本自動車販売協会連合会（自販連）は、自動車の健全な普及と流通・

環境面等の諸問題の改善、整備を図る目的を達成するため、昭和 34年に設立された自

動車ディーラーの全国組織です。岩手県支部は昭和 40年に設立されました。 

● 一般社団法人岩手県自動車整備振興会（会長 千葉 泰） 

一般社団法人岩手県自動車整備振興会（整備振興会）は、自動車整備に関する設備

改善・技術向上の促進、車社会の健全な発展と自動車使用者の利益増進に寄与する目

的を達成するため、県内の自動車分解整備事業者を会員とする組織です。昭和 29年に

設立されました。 

-37-



令和２年度 岩手県立高等技術専門校合同「自動車整備業界ガイダンス」 

開催要領 

 

１ 目 的 

岩手県立高等技術専門校自動車システム科の学生に対し、県内の自動車整備業界を取

り巻く情勢及び人材育成に関する情報等を提供することにより、学生の職業意識の醸成

を図ることを目的とする。 

 

２ 主 催 

・岩手県立千厩高等技術専門校 

・岩手県立宮古高等技術専門校 

・岩手県立二戸高等技術専門校 

 

３ 共 催 

一般社団法人日本自動車販売協会連合会岩手県支部 

一般社団法人岩手県自動車整備振興会 

 

４ 対 象 

岩手県立高等技術専門校３校の自動車システム科１年生（３４名） 

 

５ 開催日等 

令和３年１月２１日(木) 11時40分～15時10分  

 

６ 開催場所 

  ふれあいランド岩手 

〒０２０－０８３４ 

岩手県盛岡市三本柳８地割１番３ 

電話 019-637-7544  

 

７ 参加企業等 

・ 一般社団法人日本自動車販売協会連合会岩手県支部の正会員（27社）のうち参加を

希望する事業者 

・ 一般社団法人岩手県自動車整備振興会 

 

８ 当日の日程 

別添のとおり 
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令和２年度 岩手県立高等技術専門校合同「自動車整備業界ガイダンス」 

日程表 

 

期日 令和３年１月２１日(木) １１時３０分～１５時１０分 

場所 ふれあいランド岩手 研修室（2階）・ふれあいホール（１階） 

時 刻 内   容 備     考 

10：00～ 会場準備 ・三校合同で実施 

～11：40 会場準備終了  

11：40 開会 

主催者挨拶 

・岩手県立高等技術専門校【３校の幹事校】 

岩手県立千厩高等技術専門校長 今野 智 

11：45～ 

12：00 

自動車整備業界概要説明 

【会場：ふれあいホール】 

（学生全員：着席) 

 

・説明者 

（一社）岩手県自動車整備振興会 

・説明内容  

民間整備工場のそれぞれの特徴・現状等を説明 

12：00～ 

12：50 

（事業者の説明準備） 

（昼食・休憩) 

・昼食はバス又は研修室の中、ランド館内食堂等 

12：50～ 

13：00 

個別ガイダンス進め方説

明・学生移動（10分） 

・事務局（千厩校：千田補佐）で説明 

13：00～ 

13：40 

個別ガイダンスⅠ（40分） 

【会場：研修室/ふれあいホール】 

・参加企業と学生との面談（説明、質疑応答） 

13：40～ 

13：45 
（学生移動5分） 

 

13：45～ 

14：25 

個別ガイダンスⅡ（40分） 

【会場：研修室/ふれあいホール】 

 

 

14：25～ 

14：30 
（学生移動5分） 

 

 

14：30～ 

15：10 

個別ガイダンスⅢ（40分） 

【会場：研修室/ふれあいホール】 

 

15：10 閉会  

15：10～ 

16：00 

事務連絡 

後片付け 

 

○ １社40分×３セット、移動時間は５分、各校学生は、個別ガイダンスを受けたい企業

を３社選定する。 

○ 各校（二戸校・宮古校）は、学生から個別ガイダンスを受けたい企業名を聴取し、そ

の結果を取りまとめて12月4日（金）までに事務局（千厩校）に報告する。 

○ 事務局（千厩校）は、各校からの報告を基に「個別ガイダンス日程表」を作成する。

（原則、生徒の希望を優先するが、申込状況により事務局で調整する場合もあり。） 

・今年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大防止

対策として、研修室とホールの 2 会場で行

います。 

・三密を避けるため、各事業者は 2 名程度

までの出席でお願いします。 
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報道機関への情報提供（2021/1/7） 県北広域振興局 

懇談項目 14 

「本校で未来の匠を目指しませんか」未来の匠を目指す入校生の募集

について（県立二戸高等技術専門校令和３年度入校生２次募集） 

（二戸高等技術専門校） 

 

 未来の匠を育てる県立二戸高等技術専門校では、自動車システム科（定員 20 名）

及び建築科（定員 15名）の令和３年度入校生の２次募集を次のとおり行います。 

 自動車整備、建築大工のプロになる力を２年で身に付けることができる県立二戸高

等技術専門校の学生は、令和元年度の就職率も 100％の就職実績であるほか、今年度

の就職についても順調に内定を得ています。 

また、新型コロナウイルス感染症のため中止が相次ぐ中で行われた、岩手県若年者

技能競技会において、21名中 15名が入賞する等、抜群の実績を誇っています。 

 県立二戸高等技術専門校一般選考の出願期間は、12月 21日（月）から 2月 26日（金）

までです。 

 詳細は、本校のホームページにも掲載しています。 

 

１ 募集人数 

  自動車システム科、建築科とも若干名 

２ 応募資格 

  高等学校を卒業した者（令和３年３月に卒業見込の者を含む。）又はこれと同等

以上の学力を有すると認められる者。 

３ 選考日程 

 ・出願期間  令和２年 12 月 21 日（月）から令和３年２月 26 日（金）まで（当

日消印有効） 

 ・試験日・合格発表 

 願書受付期間 試験日 合格発表日 

前期 令和２年 12月 21日（月） 

～令和３年１月 29日（金） 

令和３年２月５日（金） 令和３年２月 12日（金） 

後期 令和３年１月 30日（土） 

～２月 26日（金） 

令和３年３月５日（金） 令和３年３月 11日（木） 

４ 選考試験 

 ・県立二戸高等技術専門校にて、筆記試験（国語、数学）及び面接を行います。 

５ 出願書類 

  入校願書Ａ・受験票、身上調書、調査書、健康診断書、受験票送付用封筒 

 【注】出願書類の詳細については、令和３年度入校生２次募集要項を御覧ください。 

 【注】出願書類の用紙は、県立二戸高等技術専門校へ請求してください。 

６ 入校検定料 

  2,200円（入校願書Ａ・受験票に岩手県収入証紙を添付してください。） 

 【注】今年度、岩手県立職業能力開発校の推薦選考又は一般選考を受験した者は、

本募集に係る入校検定料は不要です。 

なお、下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、入

校検定料免除申請書（別途様式あり）を添付することで、入校検定料が免除となる
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場合があります。 

⑴ 平成 23 年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成 28 年台風第 10 号又は令和元

年台風第 19号により甚大な被害を受けた者 

⑵ 新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響に起因す

る経済的事情により修業が困難で特に必要があると認められる者 

７ 出願方法 

 ・出願書類は、すべて県立二戸高等技術専門校に提出してください。 

 ・郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付し

てください。 

 ・持参する場合の受付時間は、平日の午前 9時から午後 5時までです。 

 

● 在校中の経費 

 ・入校料   5,650円（令和２年度入校生） 

 ・授業料  118,800円（年額・令和２年度入校生） 

 ・諸経費  入校のためには、上記の他に教科書、作業服、資格試験、各種工具

類、任意加入保険（訓練災害保険）等の費用が必要となります（自動

車システム科 280,000円、建築科 315,000円（2年（概算））。 

● 学生寮 

 ・定員  40名 

 ・寄宿舎料等   寮費 12,000円（年額・令和２年度） 

          光熱水費 120,000円（年額・令和２年度） 

          食費 196,000円（年額・令和２年度） 

● 公的融資制度 

  経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

 ・技能者育成資金［窓口：二戸高等技術専門校］ 

 ・生活福祉資金（福祉資金福祉費）［窓口：最寄りの市町村社会福祉協議会］ 

 ・母子父子寡婦福祉資金（就業資金、技能習得資金）［窓口：最寄りの広域振興局］ 

 ・教育一般貸付（国の教育ローン）[窓口：日本政策金融公庫のホームページ又は

各支店] 

● その他 

 ・鉄道やバスによる通学者の定期旅客運賃学生割引が適用されます。  

 ・訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」適用が受けられる場合があ

ります。 

 ・国民年金保険料の納付が猶予される「学生特例制度」対象となります。（市町村

へ届出が必要となります。） 

 ・経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、授業料の全部又は一部を免除

する制度の対象となる場合があります。 

 

 

担

当 

校長 熱海芳廣、 校長補佐 阿部恵一 

電話： 0195-23-2227 
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岩手県立二戸高等技術専門校 ２次募集選考日程について 

 

 

１ 出願期間 

  令和２年 12月 21日（月）から令和３年２月 26日（金）まで（当日消印有

効） 

  ただし、定員を充足した場合、上記期間内であっても募集を終了する場合が

あります。（その場合は、本校ホームページ上にその旨掲載します。） 

 

２ 選考日程 

 願書受付期間 選考試験日 合格発表日 

前期 12/21（月）～1/29（金） 2/5（金） 2/12（金） 

後期  1/30（土）～2/26（金） 3/5（金） 3/11（木） 

 ※ 前期・後期の各願書受付期間に本校で受け付けた分について、右欄の日に

選考試験を実施します。 

 

３ 選考場所 

  岩手県立二戸高等技術専門校 

 

４ 問合せ先及び入校願書の提出先 

  岩手県立二戸高等技術専門校 

  〒028-6103 岩手県二戸市石切所字上野々92番地 1 

  電話 0195-23-2227 FAX 0195-23-9081 

    E-mail CD0007@pref.iwate.jp 

    URL https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/ninohe/index.html 
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【 募 集 定 員 】
各校各科 若干名

【 出 願 期 間 】
入校を希望する校にお問い合わせください。
※定員を充足した場合、募集を終了している場合があります。

〈お問い合わせは各志望校まで〉

https://www.pref.iwate.jp/sangyoukoyou/koyouroudou/shisetsu/index.html

岩手県立千厩高等技術専門校
〒029-0803 一関市千厩町千厩神ノ田60-１ TEL 0191-52-2125

■自動車システム科 高卒２年課程・定員20人

岩手県立宮古高等技術専門校
〒027-0037 宮古市松山第８地割29-３ TEL 0193-62-5606

■自動車システム科 高卒２年課程・定員15人

■金 型 技 術 科 高卒１年課程・定員10人

岩手県立二戸高等技術専門校
〒028-6103 二戸市石切所字上野々92-１ TEL 0195-23-2227

■自動車システム科 高卒２年課程・定員20人

■建 築 科 高卒２年課程・定員15人

岩手県 職業能力開発施設 検索

岩手県

岩 手 県 商 工 労 働 観 光 部
定 住 推 進 ・ 雇 用 労 働 室 労 働 担 当
〒020-8570 盛岡市内丸10-1
TEL 019-629-5583 FAX 019-629-5589
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岩手県立職業能力開発校 令和３年度入校生２次募集要項 
 

１ 募集訓練科及び募集人員 

校 名 訓練科名 定員 訓練期間 募集人員 

千厩高等技術専門校 自動車システム科 ２０名 ２年 若干名 

宮古高等技術専門校 
自動車システム科 １５名 ２年 若干名 

金型技術科 １０名 １年 若干名 

二戸高等技術専門校 
自動車システム科 ２０名 ２年 若干名 

建築科 １５名 ２年 若干名 

２ 応募資格 

高等学校を卒業した者（令和３年３月卒業見込の者を含む。）又はこれと同等以上の学力を有すると

認められる者 

３ 出願書類 

(１) 出願期間 

各職業能力開発校の定める期間 

ただし、定員を充足した場合、上記期間内であっても募集を終了する場合があります。 

(２) 出願書類 

提出書類等 摘要 

入校願書Ａ・受験票 

○ 出願前３か月以内に撮影した写真を貼付してください。 

（正面上半身、脱帽、縦４㎝×横３㎝） 

○ 入校検定料として岩手県収入証紙（2,200円分）を貼付してください。 

※ 今年度、岩手県立職業能力開発校の推薦選考又は一般選考を受験した

者は、本募集に係る入校検定料は不要です。推薦選考又は一般選考の受

験票の写しを添付してください。 
※ 下記のいずれかに該当する者については、岩手県収入証紙を貼付せず、
入校検定料免除申請書(別紙様式)を添付することで、入校検定料が免除
となる場合があります。 
①平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波、平成28年台風第10号又は
令和元年台風第19号により甚大な被害を受けた者 

②新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置の影響

に起因する経済的事情により修業が困難で特に必要があると認めら

れる者 

○ 出願は、第１志望訓練科のみとしますので、第２志望以下の科の記入欄

には記入しないでください。 

身上調書 ○ 所定の用紙に記入してください。 

調査書 

○ 最終卒業（見込を含む。）学校長が証明し厳封したもの（開封無効）。な

お、指導要録の保存期間満了、統廃合、被災その他の理由によって調査書

が提出できない者にあっては、最終学校の成績証明書でこれに代えること

ができます（開封無効、発行できない場合は卒業証明書）。 

○ 高等学校卒業程度認定試験合格者にあっては、合格証明書と合格成績証

明書でこれに代えることができます（開封無効）。 

健康診断書 

○ 所定の用紙を用いてください。 

○ 令和３年３月卒業見込の者は、定期健康診断書等の写しにより、これに

代えることができます。 

受験票送付用封筒 
○ 定型封筒（長形３号）に、出願者の住所、氏名、郵便番号を記入し、404

円分の切手（簡易書留料含む）を貼付してください。 

(３) 出願方法 

ア 出願書類は、入校を希望する各職業能力開発校に提出してください。 

イ 郵送の場合は、封筒に「入校願書在中」と朱書きして書留又は簡易書留で送付してください。 

ウ 持参する場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までです。 

(４) 受験票の交付 

受験票は、入校願書を受理した後、出願者に郵送します。 -44-



 

(５) 出願上の注意事項 

ア 提出された書類及び入校検定料は、いかなる理由があっても返還しません。 

イ 提出書類に虚偽の記載をした場合又は虚偽の書類を提出した場合は、合格後であっても合格を取

り消すことがあります。 

 

４ 選考試験 

(１) 選考場所 

入校を希望する職業能力開発校 

(２) 選考日時 

  各職業能力開発校の定める日時 

(３) 選考方法 

筆記試験（国語、数学）及び面接 

※ 筆記試験は、それぞれ国語総合（古文、漢文を除く）、数学Ⅰまでの範囲から出題します。 

 (４) 受験上の注意事項 

  ア 受験票、筆記用具を持参してください。 

  イ 試験中は、受験票、筆記用具、消しゴム、時計（計算機能や情報端末機能等がないもの）以外の

物を机の上に置くことができません。 

    また、試験中は携帯電話等の電源スイッチを切り、試験が終了するまでカバン等に収納してくだ

さい。 

  ウ 試験開始後、30分以上遅刻した者は、受験できません。 

 

５ 合格発表 

(１) 合格発表日 

  選考試験実施の日から７日以内 

(２) 発表方法 

受験者あてに文書で合否の通知をします。 

 

６ 開示請求 

岩手県個人情報保護条例に基づき、試験結果について、次のとおり口頭による開示請求を行うことが

できます。 

(１) 受付先 

受験した職業能力開発校 

(２) 受付期間 

合格発表の日から１か月間 

(３) 受付時間 

午前９時から午後５時まで（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12/29～1/3）を除く） 

(４) 請求方法 

受験票を提示して、開示請求をしてください。請求できる方は、受験生本人に限ります。 

(５) 開示内容 

筆記試験の科目別得点及び面接評定 

 

７ 問合せ先及び入校願書の提出先 

○千厩高等技術専門校 

〒０２９－０８０３ 岩手県一関市千厩町千厩字神ノ田６０－１ 

ＴＥＬ ０１９１－５２－２１２５   ＦＡＸ ０１９１－５３－２５９８ 

○宮古高等技術専門校 

〒０２７－００３７ 岩手県宮古市松山第８地割２９－３ 

ＴＥＬ ０１９３－６２－５６０６   ＦＡＸ ０１９３－６４－６５９６ 

○二戸高等技術専門校 

〒０２８－６１０３ 岩手県二戸市石切所字上野々９２－１ 

ＴＥＬ ０１９５－２３－２２２７   ＦＡＸ ０１９５－２３－９０８１ -45-



 

参考 

 

１ 在校経費 

○ 入校料 

5,650円（令和２年度入校生） 

○ 授業料 

118,800円（年額・令和２年度入校生） 

※ 納付方法 

１年を第１期、第２期、第３期の３回に分けて納付します。納付期限は、第１期が４月、第２

期は８月、第３期は12月です。 

○ 諸経費 

入校時には、上記のほかに教科書、作業服、資格試験、各種工具類、任意加入保険（訓練災害保険）

等の費用が必要となります。 

 

２ 学生寮 

自宅からの通学が困難な学生のために、学生寮があります。 

施設名 千厩高等技術専門校 宮古高等技術専門校 二戸高等技術専門校 

定 員 23人 18人 40人 

寄宿舎料 

（月額） 
700円 

居室１室あたりの定員が 

２人の場合  700円 

１人の場合 1,400円 

1,000円 

食費・光熱費等 

（月額） 

約30,000 円 

※食費・光熱費は食事の回数や電気使用料等によって変わる場合があります。 

 

３ 公的融資制度 

経済的な理由により就学が困難な方には、次の公的融資制度があります。 

○ 技能者育成資金［窓口：在校する職業能力開発校］ 

○ 生活福祉資金（福祉資金 福祉費）［窓口：最寄の市町村社会福祉協議会］ 

○ 母子父子寡婦福祉資金（修業資金、技能習得資金）［窓口：最寄の広域振興局］ 

○ 教育一般貸付（国の教育ローン）［窓口：日本政策金融公庫のホームページ又は各支店］ 

 

４ その他 

○ 鉄道やバスによる通学者の通学定期や旅客運賃に学生割引が適用されます。 

○ 訓練中や通学途上の事故等には、「災害見舞金制度」の適用が受けられる場合があります。 

○ 国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」の対象となります。（市町村への届出が

必要となります。） 

○ 経済的理由によって授業料の納付が困難な方は、授業料の全部又は一部を免除する制度の対象とな

る場合があります。 

○ 公共職業安定所長の受講指示により入校する方は、訓練期間中に雇用保険又は訓練受講手当等が支

給されます。受講指示については、応募の前に最寄の公共職業安定所に求職申込みのうえご相談くだ

さい。 
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令和３年1月 行  事  予  定  表

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

8 金
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

10 日 ※中止
(第15回洋野町成人式）

中止 ― ― 洋野町教育委員会生涯学習課 65-5411

13 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

18 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

19 火 魅力ある農業農村づくり研修会 14:15～17:15 久慈市 久慈合同庁舎６階大会議室 農政部農政調整課 53-4983

20 水 若者職場定着サポーター養成講座
13:00～17:00
(受付12:30）

久慈市 久慈グランドホテル 経営企画部産業振興室 66-9670

21 木 自動車整備業界ガイダンス 11:40～15:10 盛岡 ふれあいランド岩手 県立二戸高等技術専門校 0195-23-2227

22 金 令和２年度アパレル産業経営力強化セミナー
13:30～17:00
(受付13:00）

二戸市
二戸地区合同庁舎１階大会議
室

経営企画部産業振興室 66-9670

23 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

27 水 障がい者アート研修会 13:00～15:30 久慈市
久慈市総合福祉センター(福祉
の村)研修室

保健福祉環境部福祉課 53-4982

28 木
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

令和３年２月上旬

日 曜 行　　　　　事 時間 場所 会場 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

3 水
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

8 月
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

13 土
【定例】市日（３と８のつく日）
※要問い合わせ

8:00頃～ 久慈市 市日通り 久慈市観光交流課 52-2123

19 金 若者職場定着サポーター養成講座
13:00～17:00
(受付12:30）

久慈市 久慈グランドホテル 経営企画部産業振興室 66-9670

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席
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